
















　・敷地面積　　　:　14938.81 ㎡ ・建築面積　:　12266.27 ㎡ ・延床面積　:　35716.41 ㎡






























































































鉄骨屋根(ナカドマ) 980 600 400
鉄骨屋根(アリーナ) 1800 1300 600
ＲＣ屋根 980 600 400
大会議室、ロビー 3500 3200 2100
執務、ロッカー室 2900 1800 800
市長室、応接室、会議室 2900 1800 800
テラス、ロビー、廊下 3500 3200 2100
総合窓口、エントランスホール 3500 3200 2100
ショップ兼カフェ 2900 2400 1300
文化ホール、ホワイエ 3500 3200 2100
市民活動ホール 3500 3200 2100
議場、議場ロビー 3500 3200 2100
車路、駐車場 5400 3900 2000
アリーナ 3500 3200 2100











































































































































































































































a．地表面粗度区分 : Ⅲ　b．基準風速：30m/sec　c．観測最大風速：26.6m/sec  
　　　　　　※2009 年４月 26 日 瞬間最大風速（気象庁過去 35 年データより）













































































　地盤調査結果より、GL-25m 近くに洪積砂礫層が堆積しているが、表層部 ~25m 近くまでは表層部に盛土、粘性土が堆積し
ているものの、基本的に砂礫層を中心とした地層構成となっている。
　建物基礎レベルでは砂礫層が堆積しており、部分的に N 値が下がる（ 10 程度）細砂層があるが、建物規模、重量を考慮し
ても十分支持できる地盤のため、直接基礎（べた基礎）としている。
　時刻歴応答解析を行なうため、表層地震動の増幅特性を評価するために PS 検層を行い、工学的基盤の評価検討を行う。洪
積砂礫層（PS1 層）がせん断波速度 Vs が 400m/sec を上回っているため、工学的基盤としている。
　　４－２　基礎計画
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図 33　あみだフレーム概念図 写真 14　アリーナ棟内部②
図 34　PS 梁導入位置図 写真 15　PS 梁端部


















































　　a．屋根自重、積雪荷重などの鉛直荷重を下部 RC 建物へ伝達する　　→支承 　 
　　b．温度応力・ひずみに対して変形を拘束しない →支承・水平ダンパー 






























































  　果振動性状 （固有周期）の異なる建物をダンパー等
で接続することで、相互に地震力を打ち消し合う効果





































































　③　 支承の周期である 4.0 秒周期で振動するため、同じ振動数（ 0.25Hz）でダ
ンパーが有効に働くことを試験により確認
　　７－４　応答解析結果一覧
　連結された本建物の応答解析結果の一覧を下記に掲載する。いずれの応答解析結果も防災拠点として十分な性能を示している。
???
?????? ??
図 47　鉄骨屋根風抵抗概念図
写真 26　ダンパー性能確認試験
表６　市庁舎西棟応答最大値（告示波）表５　市庁舎西棟応答最大値（観測波）
アオーレ長岡の構造システム　31
表７　市庁舎東棟応答最大値（観測波）
表９　アリーナ棟応答最大値（観測波）
表 10　アリーナ棟応答最大値（告示波）
表８　市庁舎東棟応答最大値（告示波）
